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町史編さんだより

友
禮
氏
は
、
明
治
二
〇
年
（
一
八
八

七
）
二
月
一
日
大
沼
郡
西
方
の
神
尾
家

で
生
を
受
け
、
三
歳
の
時
、
塔
寺
の
中

野
家
に
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。

塔
寺
尋
常
小
学
校
、
坂
下
高
等
小
学

校
を
卒
業
し
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇

〇
）
四
月
県
立
会
津
中
学
校
に
入
学
し

た
。
通
学
の
た
め
、
実
父
神
尾
彦
之
進

が
神
指
小
学
校
に
転
勤
に
な
っ
て
市
内

に
す
ん
で
い
た
の
で
、
同
居
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
年
の
五
月
隣
町
か
ら

の
火
事
が
原
因
で
神
尾
家
も
全
焼
し
、

知
人
宅
に
身
を
寄
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

中
学
三
年
の
時
に
は
、
実
父
彦
之
進
が

食
道
癌
と
な
り
、
一
家
の
家
計
は
ど
ん

底
と
な
っ
た
。

明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
九
月
、

実
兄
の
友
修
が
東
京
帝
国
大
学
医
学
部

へ
進
学
し
た
が
、
明
治
三
九
年
一
月
彦

之
進
が
つ
い
に
こ
の
世
を
去
っ
た
。
そ

し
て
三
月
、
友
禮
氏
は
失
意
と
落
胆
の

中
に
会
津
中
学
を
卒
業
し
た
。

友
禮
氏
は
、
兄
友
修
が
卒
業
す
る
ま

で
は
自
分
が
中
心
に
な
っ
て
、
一
家
を

支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
心
に
決
め
た

が
、
友
修
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
よ
う
と

せ
ず
、
自
分
も
退
学
す
る
と
い
う
。
学

年
休
み
で
若
松
に
も
ど
っ
た
兄
を
囲
み
、

一
家
は
話
し
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
た
ま

た
ま
一
高
（
現
在
の
東
京
大
学
）
の
中

に
中
等
教
員
養
成
所
が
で
き
、
二
年
の

修
学
で
中
等
教
員
に
な
れ
る
と
い
う
こ

と
で
、
一
決
し
て
試
験
を
受
け
る
と
優

秀
な
成
績
で
合
格
し
た
。
一
家
は
会
津

を
引
き
払
い
、
東
京
の
本
郷
に
あ
る
さ

さ
や
か
な
一
軒
家
を
借
り
た
。

日
曹
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
創
設
者
　

中な

か

野の

友と

も

禮の

り

中野友
とも

禮
のり

氏
（八幡小学校・八幡幼稚園
閉校閉園記念誌より引用）

友
禮
氏
は
中
等
教
員
養
成
所
で
も
極

め
て
成
績
が
よ
く
、
明
治
四
一
年
三
月

卒
業
し
た
。
当
時
一
高
の
校
長
だ
っ
た

新
渡
戸
稲
造
の
計
ら
い
で
、
大
日
本
製

糖
の
取
締
役
だ
っ
た
磯
村
音
介
を
紹
介

さ
れ
学
費
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
し
て
、
磯
村
音
介
の
紹
介
で

京
都
帝
国
大
学
理
学
部
の
助
手
と
し
て

化
学
の
研
究
室
に
入
る
こ
と
と
な
っ
た
。

友
禮
氏
は
将
来
日
本
で
大
工
業
に
発

達
す
る
の
は
曹
達
工
業
し
か
な
い
と
確

信
を
持
ち
研
究
に
没
頭
し
た
。
大
正
二

年
（
一
九
一
三
）
つ
い
に
中
野
式
食
塩

電
解
法
を
完
成
し
特
許
を
取
得
し
た
。

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
二
月
日
本

曹
達
㈱
を
設
立
し
、
苛
性
ソ
ー
ダ
と
晒

さ
ら
し

粉こ

製
造
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
鉄
鋼

や
鉱
山
な
ど
他
分
野
に
進
出
し
、
昭
和

中野友禮氏顕彰碑除幕式
（八幡小学校・八幡幼稚園閉校閉
園記念誌より引用）

【
昭
和
一
五
年
　
現
在
の
旧
八
幡
小
学
校
用
地
及
び
移
転
増
改
築
費
を
寄
附
】

中野友禮氏顕彰碑
（八幡小学校・八幡幼稚園
閉校閉園記念誌より引用）

一
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
は
、
傍
系
会

社
五
〇
社
を
超
え
る
一
大
コ
ン
ツ
ェ
ル

ン
に
ま
で
成
長
し
た
。
し
か
し
、
日
曹

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は
戦
後
の
集
中
排
除
法

に
よ
っ
て
、
徹
底
的
に
分
散
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

友
禮
氏
は
、
昭
和
二
四
年
（
一
九
四

九
）
六
月
に
脳
溢
血
に
倒
れ
、
第
一
線

を
退
き
療
養
し
て
い
た
が
、
昭
和
四
〇

年
（
一
九
六
五
）
一
二
月
再
び
発
作
に

襲
わ
れ
生
涯
を
閉
じ
た
。
享
年
七
八
歳

で
あ
っ
た
。

町
は
地
元
区
長
会
・
父
母
と
教
師
の

会
よ
り
顕
彰
碑
復
元
の
陳
情
を
受
け
、

昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
四
月
友
禮

氏
の
次
男
和
夫
氏
か
ら
の
多
大
な
寄
附

も
あ
り
顕
彰
碑
建
立
除
幕
式
を
行
っ

た
。
当
日
は
和
夫
氏
夫
妻
も
出
席
し
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
史
編
さ
ん
室　

℡（
８３
）２
２
３
４

友禮氏の寄附により移転
増改築された八幡小学校

（八幡小学校・八幡幼稚園閉校閉
園記念誌より引用）
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ばんげの味が育てる
おいしい楽しい健やかライフ

その16

～朝食摂取率１００％週間運動について～
（会津坂下町立学校給食センターより）

食育だより

Ｑ1朝食摂取率１００％週間運動とは

Ａ児童生徒や教職員及び保護者が、食に関する
正しい理解と関心を高めるとともに、生活リ

ズムを改善し、朝食摂取を基本とした望ましい食習
慣の形成を図ることを目的に、県内の各学校（幼稚
園・小学校・中学校・特別支援学校・高等学校）で
実施している運動です。

Ｑ2いつ始まったのですか

Ａ平成１９年に始まり、今年で ４ 年
目になります。

Ｑ3実施時期は

Ａ ６ 月と１１月です。各学校ごとに一週間期
間を定め、生活リズムを改善して朝食摂

取の習慣化が図れるよう、更には朝食の内容が
充実するよう様々な取り組みをしています。

Ｑ4会津坂下町の各学校では、どんな取
り組みをしているのですか

Ａ朝食チェック表等を活用し、バランスよ
く食べられたかなどをチェックして、よ

りよい朝食になるよう取り組んでいます。
　また、「朝食摂取の大切さ」や「朝食の栄養
バランス」について集会や学級活動等を行った
り、給食時間に放送等で働きかけをしたりして
います。さらに、標語やポスターの募集などを
行っています。

Ｑ5保護者に対してはどんな働きかけ
をしているのですか

Ａ生活リズムの改善や朝食内容の充実に
ついて、学校だよりや学年だより、保

健だより、給食だより等で啓発したり、学校
給食試食会や食育講話等を開催したりしてい
ます。

Ｑ6朝食摂取率はどのくらいですか

Ａ朝食摂取率100％週間運動最終日の朝
食摂取率は、幼稚園89％（ 4 園平均）、

小学校99％（ 4 校平均）、中学校96％（ 2 校
平均）です。この運動により、各学校の朝食
摂取率が高まりました。
 また、主食と主菜しか食べなかったのが副
菜やみそ汁も食べるようになるなど、朝食の
内容が充実した児童生徒が増えました。

Ｑ7今後に望むことは

Ａ １ 日を元気にスタートさせるために、そして体や
脳をしっかり働かせるためには、朝食はとても大

切です。子どもたち全員に「毎日おいしくしっかりと朝
食を食べる」習慣が身につくといいですね。また、家庭
では、子どもたちに朝食作りのお手伝いをさせたり、食
卓の準備を手伝わせたりするなどして、朝食作りに参加
させてみましょう。中学生は「自分で朝食が作れる」よ
うになるといいですね。

坂下二中１年生「生活リズムと朝食」
についての学習（5月 24日）

　中学生になって生活リズムも変わりまし
た。朝食をおいしくもりもり食べるには、自
分の生活をどのように改善したらよいか、充
実した朝食内容にするためにはどうしたらよ
いかを学習し、目標を決めて、実践しました。
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図書室だより

3 だ よ り図 書 室
中央公民館図書室　TEL�83-3010�（第 2火曜日定休）

　 9 月です。今年の夏は暑かったですね！長く続く酷暑でしたが、気が付けば葉っぱが色づき始め、
夜には涼しげな虫の声が聞こえます。秋がちゃんと来ているのですね。 9 月といえば今月はお月見が
あります。22日が十五夜なのですが…実は「満月」は23日なのです。日付がずれるのはなぜでしょう？
お月見を「中秋の名月」「芋名月」と呼ぶのはどうしてでしょう？月にうさぎがいるのは？不思議に
思った方は図書室で調べてみてください。職員も答え探しのお手伝いをいたします。   

新着本のご紹介　北側入口正面に「新着本の棚」があります。新着本リストもご用意
してありますので、お読みになりたい本が貸出中の時は、お気軽に予約をお申しつけ下
さい。

　（新着本とあづま号の本は、多くの方に利用していただくために、延長をご遠慮いただいております。
2 週間以内のご返却にご協力をお願いいたします。）

《一般》 《子ども・ヤングアダルト》

『利休にたずねよ』913ヤマ
（山本兼一著/PHP研究所）

第140回（08年下半期）直木賞受賞。己
の美学だけで天下人秀吉と対峙した男、
千利休。「茶聖」「侘びの人」ではなく、「人

間」利休に心魅かれる著者が、謎に包まれた生涯を
解き明かします。
→この本もおすすめ�『吉原花魁：歴史･時代アンソ
ロジー』（宇江佐真理[他]著/角川文庫）

『おふとんかけたら』Eかが
（かがくいひろしさく/ブロンズ新社）
同じ作者の「だるまさんが」シリー
ズとどちらをオススメするか悩みま
した！ちょっと意外でとにかくかわ

いい絵本。読み聞かせにぴったりです。次はお子さ
んにおふとんかけたら…どうなるのかな？
→この本もおすすめ�『だるまさんが』（かがくいひ
ろし作/ブロンズ新社）

『死ぬときに後悔すること25』
490.14オオ（大津秀一著/到知出版社）

今月の秋分の日前後は秋彼岸。ご先祖に
感謝し、故人を偲ぶ期間です。この本は
終末期医療の専門家である著者が、千人

以上の患者さんが吐露した「やり残したこと」を25
に集約したもの。「死」を考えることで、「よく生き
ているか？」と今を振り返ってみませんか。
→この本もおすすめ�『男おひとりさま道』（上野千
鶴子著/法研）

『キキと新しい魔法（魔女の宅急便;その2）』
K913カド2（角野栄子著/福音館書店）

アニメで有名になった本作ですが、原作
は昨年第 ６ 巻をもって完結したばかり。
（図書室には第 3 巻まであります。続刊

も購入予定です）一歩一歩成長してゆくキキの物語
を、小学生から大人の方までぜひ読んでいただきた
いです。
→この本もおすすめ�『おしゃべりなカーテン』（安
房直子作/講談社）

あづま号図書貸出再開のお知らせ

移動図書館「あづま号」の秋季来館（図
書の総入れ替え）に伴い、 8 月中旬からあづま号
図書の貸出を一時停止しておりましたが、 9 月1６
日（木）10時半より入れ替え作業を行い、中一日
の準備期間をいただいて、18日（土）に貸出を再
開する予定です。どうぞご利用ください。

図書室からのおねがい《汚さないで編①》

図書室では、みなさまの大切な財産である図書
の汚損を防ぐため「飲食禁止」となっています。
飲食をしながらの調べ物･勉強などはご
遠慮ください（卓上にも出来るだけ置か
ないようご協力お願い申し上げます。）
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TOWN TOPICS

▼日　時　10月10日（日）
　　　　　午前10時～午後 2 時
▼場　所
　坂下東浄化センター（古坂下）

▼内　容
　・浄化センター施設見学
　・下水道相談コーナー
　・微生物観察コーナー
　・コンサート　・模擬店
　・茶話会　　　・各種展示　
　・粗品贈呈　　・その他
▼問い合わせ先
　上下水道班　TEL 84-1531　

今年も鶴沼緑地公園を会場に
「ばんげちびっこリレーマラソン
大会」を開催します。リレーマラ
ソンは ６ 人１チーム、 1 周1.６㎞
のコースを 1 人 1 周づつ走ってリ
レーします。

走ることが大好きというお友だ
ちなら誰でも参加ＯＫです。学校
のクラス・スポーツ少年団・スポ
ーツクラブ・友達同士などでチー
ムをつくり、ぜひご参加くださ
い。
▼日　　時　10月 9 日（土）

午前 9 時開会
▼場　　所　鶴沼緑地公園

（サッカー場がスタ
ート･ゴール）

▼参 加 費　2,000円/1チーム
▼申込締切　 9 月24日（金）
▼申し込み・問い合わせ先

ちびっこリレーマラソン大会事
務局

　金上公民館　TEL 83-3538
　中央公民館　TEL 83-3010　

下水道　水から聞こえる
「ありがとう」　

第18回下水道フェステ
ィバルを開催します！

第 ３回「ばんげちびっこリレー
マラソン大会」を開催します！

　 8 月 4 日（水）昨年に続き、今
年度は坂下南幹線（杉街道入口か
ら坂下厚生総合病院間）の除草作
業を実施していただきました。

おかげさまで、見通しの良いき
れいな道路になりました。猛暑の
中、大変ありがとうございました。

▼問い合わせ先　
建設班　TEL 84－1506　

建設業組合のボランティアで
町道坂下南幹線がきれいに！

ここに来れば下水
道の仕組みや役
割がわかるよ！
みんな来てね～



まちの話題

TOWN TOPICS

□本　社／会津若松市神指町大字南四合字才ノ神461 ℡0242-36-5351
□事業所／柳津町大字藤字鶴ヶ峯4330-23 ℡0241-42-2890

㈱あいづダストセンター　
事業系一般廃棄物・粗大ごみ等

廃棄物のことならお気軽にご相談下さい
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　 7 月30日に、坂下二中の生徒が、
東北大会への出場報告に町役場を
訪れました。

柔道男子90㎏級で県大会を制し
た菊池里

り

樹
き

さんをはじめ上位入賞
した13人が東北大会出場を決めま
した。

選手を代表し、藤巻絵
え

里
り

香
か

さん
が「今までの練習の成果を発揮し
たい」と大会への意気込みを話し
てくれました。

出場選手は次の通り。
▼陸　上
　女子3年100ｍ走　藤巻絵

え

里
り

香
か

　男子低学年400ｍリレー
　薄健

け ん

太
た

朗
ろ う

、宮田晴
は る

樹
き

、飯塚凱
か い

斗
と

、
　宮下勇

ゆ う

輝
き

、佐瀬太
た

一
い ち

、山内隆
た か

史
し

▼相　撲
　団体　遠藤耀

よ う

太
た

、青柳利
と し

祈
き

、
猪俣慎

し ん

也
や

　個人　遠藤耀太、青柳利祈
▼柔　道　男子90㎏級　菊池里

り

樹
き

　　　　　女子70㎏級　増田悠
ゆ

乃
の

▼新体操　ボール・クラブ　山内樹
いつき

　交通事故のない町をめざし、町
民総ぐるみで交通安全意識の高揚
を図り、悲惨な交通事故の一掃を
帰するために交通安全鼓笛隊パレ
ードを開催します。

坂下、若宮、金上、広瀬小学校
の鼓笛隊が参加し、町内をパレー
ドしますので、皆さんご声援くだ
さい。
▼日　時　10月 8 日（金）
（荒天時は10月12日（火）に
変更になります。）

　午後 2 時　坂下小学校出発
▼問い合わせ先
　情報防災班　TEL 84-1533 

陸上、相撲、新体操、柔道で
二中が東北中学校体育大会出場

交通安全鼓笛隊パレード

　 8 月17日に、青津の小池璃子さ
ん（富岡高校 3 年）が、全国大会
への出場報告に町役場を訪れまし
た。
　璃子さんは、富岡高校女子サッ
カー部のメンバーとして東北大会
に出場し、東北大会で 3 位となり、
全国高校総体への出場を決めまし
た。 7 月25日に行われた全国大会
では、後半からキャプテンマーク
を付けて試合に出場しました。結
果は、鳳凰高校（鹿児島）に 4 対
0 と勝利をつかむことはできませ
んでした。
　璃子さんは、「昨年、一昨年の
負けをバネに今回は勝つという気
持ちでのぞみ、前半は自分たちの
プレーができたが、後半は相手と
の経験の差が出た。今回の大会で
精神面で成長できたと思う。この
経験を大学に行っていかしたい」
と、話してくれました。

小池璃
り

子
こ

さんサッカーで
全国高校総体に出場


